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勇往邁進THE青年広　 報

～今だからこそ、次なる時代への大切な一歩　感動を創る～月号1

Facebookページ www.facebook.com/odawarahakoneyeg　ホームページ http://odawarahakone-yeg.com
小田原箱根YEGラジオ FMおだわら（87.9MHz）にて第2、第4月曜日18時10分頃～「ディスカバー！YEG」放送中

　
今
年
度
の
青
年
部
の
活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
例
会
や
事
業
の
中
止
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
あ
る

一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
例
会
や
会
議
を
開
催
し
、
今
、
で
き

る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
、
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
仲
間
と
会
話
が
で
き
る
利
便
性
、「
デ
ジ
タ
ル
」
と
い
う
言
葉
に
未

来
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
リ
ア
ル
で
会
う
大
切
さ
も
実
感
さ
せ
ら
れ
る

場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
我
々
も
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
し
く
挑
戦
し
た
青
年
部
で
の
経
験
が
、
自
企
業
や
地
域
活
動

へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
ま
た
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
前
向
き
な
行
動
が

時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と
青
年
部
の

活
動
も
よ
り
魅
力
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
3
月
末
の
ゴ
ー
ル
ま
で
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
「
勇
往
邁
進
」
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
全
力
で

青
年
部
の
活
動
を
行
い
、
次
年
度
へ
の
襷
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
2
0
2
2
年
が
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

小田原箱根大博覧会事業について

小
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一

小田原箱根大博覧会は小田原箱根の自然・文化・歴史・伝統産業やスポーツアクティビティなどに焦点を当
て、地域の魅力を紹介する事業として毎年開催しております。
11月20日㈯は「小田原の海」を紹介する事業として小田原漁港を拠点に「スーパーライトジギング大会」を
開催し、船釣りを通じて小田原近海の魚種多様な海の豊かさを参加者に体感頂く事業として実施しました。
また、12月4日㈯・5日㈰の2日間、小田原鈴廣かまぼこの里駐車場内に箱根・小田原を訪れるサイクリストの
交流拠点「自転車版道の駅」を設営し、自転車をテーマに箱根・小田原を紹介する「チャリダーズパラダイス
箱根・小田原」を開催し、サイクリストを対象とした箱根周遊ツアーやモデルコースの紹介、アンケート実施に
よるクーポン配布のほか、会場内では自転車関連のブース出店、マウンテンバイク試乗体験、交通安全啓発
などを企画し、参加者・来場者に地域の魅力を発信し、自転車に優しいまちづくりを推進する事業として実施
しました。
12月10日㈮には、箱根エリアの多彩な魅力あるコンテンツの中からゴルフをテーマに箱根に行くきっかけや
話題づくり、参加者同士のコミュニケーションや箱根ファンの交流に繋げていくことを目的に「箱根リゾートカッ
プ」を大箱根カントリークラブで実施しました。
小田原箱根大博覧会事業は青年部会員のみならず、様 な々関係団体、そして、青年部OB・OG皆様のご理
解やご協力のもと、これまでの経験や事業実施に向けた様 な々アドバイスを通じて実施することが出来てお
ります。引き続き青年部会員皆様のご理解と事業実施に向けたご協力を頂きたく宜しくお願いいたします。



今月のテーマ

コロナになっ
てからは生活
のリズムも変

わり、朝五時頃には目が覚めます。
朝の時間は私にとって、とても大切
な時間です。　美味しい珈琲を淹れ
ながら、空が明るくなってくるのも
好きな時間。
　のんびり好きな先生のYouTubeな
どをみてyogaをしたりストレッチ、そして胡座をか
いて呼吸を整える瞑想をします。瞑想することによっ
て気持ちもスッキリしてくるんです。心の状態を知る
事はとても大切ですね。
　そして、時間のある時は箱根までドライブ。車内は
常に抗菌対策しており安全な空間を維持し大好きな九

頭龍神社へ参拝に行きま
す。早い時間なので、密
も避けれます。車を停め
て少し歩きながら景色を
眺めるのも好きです。
　毎回、こちらに来られ
ることに感謝しつつ1日も
早くコロナが落ち着き、
今以上、箱根や小田原に
観光客の皆様がお越しい
ただく事をお祈りしてい
ます。

商工小田原箱根チラシ同封サービス利用令和4年1月号

新入会員募集

研修例会 ネイチャーフェスタ

会員一同、新しい仲間を心よりお待ちしております。

●自己研鑽の場が欲しい！
研修会や会員同士の交流、イベント事業運営などいろいろな
YEG活動が自身の成長や自企業の発展へとつながります！

小田原箱根商工会議所青年部（YEG）では、新しい仲間を募集中です！

年間　36,000円
入会資格 会費

お問い合わせは
こちらまで ↓

小田原ちょうちん
製作指導教室

ネイチャーフェスタ

●気心の知れた仲間を増やしたい！
仕事以外でも仲間を増やしたい！最近この地域に転勤された方など
も歓迎します♪

●地域のことをもっと知りたい！
地域を担う青年経済人が集うYEGなら多くの地元情報が知れます！

●地域に貢献したい！
小田原・箱根が大好き！地域のために活動したい！YEG活動を通じて
地域貢献をしませんか？

本青年部の会員は、小田原箱根商工会議所の
会員(法人・個人)事業所の経営者、または後
継者、社員で満50歳までとします。
他、ご相談含め下記までお問い合わせください。 

小田原箱根YEG事務局　TEL:　0465-23-1811
E-mail:　yeg@odawara-cci.or.jp

令和3年度　通常総会令和3年度　通常総会

FOLLOW ME

＃小田原箱根YEG

名　前【公式】小田原箱根商工会議所青年部
ユーザーネーム odawarahakoneyeg
URL instagram.com/odawarahakoneyeg/

Instagram内の
カメラで
スキャンしてく
ださい。▶

YEGの窓
あけましておめでとうございます。
　旧年中は、東京オリンピック・パラリンピックが開催され、新
型コロナウイルスの感染拡大で緊急事態宣言の発出などで、「山
あり谷あり」の激動の一年でした。小田原箱根YEGでは、多くの
来賓をお呼びし飲食を伴う賀詞交歓会は中止しましたが、総会は
ハイブリッドで開催しました。マスク生活や衛生意識の向上で風
邪やインフルエンザは例年より少ないようです。「明けない夜は
ない」と信じながら、一日も早い疫病退散を願います。

総務広報委員会　石綿 秀規

コロナの先へ！コロナの先へ！コロナの先へ！
　当青年部会員事業所のコロナウイルス感染症に対する取り組　当青年部会員事業所のコロナウイルス感染症に対する取り組　当青年部会員事業所のコロナウイルス感染症に対する取り組
みや事業所の魅力をご紹介させていただきます！※掲載内容はみや事業所の魅力をご紹介させていただきます！※掲載内容はみや事業所の魅力をご紹介させていただきます！※掲載内容はみや事業所の魅力をご紹介させていただきます！※掲載内容は
12月中旬時点の情報をもとに構成しております。12月中旬時点の情報をもとに構成しております。12月中旬時点の情報をもとに構成しております。12月中旬時点の情報をもとに構成しております。12月中旬時点の情報をもとに構成しております。12月中旬時点の情報をもとに構成しております。

■
事
業
内
容
を
教
え
て
下
さ
い

損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
業
で
す
。

■
感
染
防
止
対
策
を
教
え
て
下
さ
い

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
非
対
面
の
営
業
活
用

と
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入

・
コロ
ナ
感
染
対
応
方
針
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
と
メンバ
ーへの
周
知
徹
底

・
事
業
所
入
口
で
の
検
温
器
付
き
消
毒
デ

ィ
ス
ペン
サ
ー
ス
タ
ン
ド
、
接
客
ス
ペ
ー
ス
の

ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
及
び
事
務
所
内
への
パ
ー
テ
ー
ション
設
置

・
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
等
の
感
染
症
拡
大
状
況
に
応
じ
た

社
員
の
出
社
制
限
と
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施

■
自
己
紹
介
と
事
業
所
P
R
を
お
願
い
し
ま
す

　

趣
味
は
、
釣
り
で
す
。

　

生
命
保
険
・
損
害
保
険
は
も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ

ス
保
険
・
団
体
保
険
を
ひ
と
つ
の
窓
口
で
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コロ
ナ

感
染
症
に
対
す
る
保
険
も
取
り
扱
い
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

w
eb:http://w

w
w
.tnp-tokio.co.jp

渡辺 　工 君
（Keep trying委員会）

椎野 実希 君
（一円融合委員会）

さがみライフサービス
株式会社

☎0465-45-4400
小田原市西酒匂1-3-52

■
事
業
内
容
を
教
え
て
下
さ
い

葬
祭
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。

■
感
染
防
止
対
策
を
教
え
て
下
さ
い

・
ス
タ
ッフ
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
会
葬
の
皆
様

の
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
ア
ル
コ
ー
ル

除
菌
を
徹
底
、
ア
ク
リ
ル
板
で
飛
沫
防
止

も
し
て
ま
す
。
ま
た
オ
ゾ
ン
発
生
器
に
よ

る
除
菌
で
安
全
・
安
心
な
空
間
を
徹
底
。

ご
会
葬
が
多
い
時
は
、
事
前
焼
香
等
の
時

間
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
密
を
避
け
て
ま
す
。

■
自
己
紹
介
と
事
業
所
P
R
を
お
願
い
し
ま
す

　

趣
味
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

事
業
所
は
、
小
田
原
セ
レ
モニ
ー
ホ
ー
ル
・
成
田
セ
レ
モニ
ー
ホ
ー
ル

を
運
営
し
家
族
葬
専
用
式
場
・
個
室
安
置
室
な
ど
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
空
間
も
利
用
い
た
だ
い
て
ま
す
。
返
礼
品
・
生
花
・
料
理
は
地
元

の
企
業
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
「
小
田
原
箱
根
特
選
盛
り
籠
」
は
、
地
域
事
業
所
商
品
で

作
っ
た
お
供
え
物
で
す
。「
こ
ん
な
も
の
が
小
田
原
・
箱
根
に
あ
る
ん

だ
」「
こ
の
商
品
懐
か
し
い
な
」
等
、お
葬
式
で
故
郷
（
小
田
原・箱
根
）

に
戻
ら
れ
た
皆
様
か
ら
も
好
評
い
た
だ
い
て
ま
す
。

w
eb:http://w

w
w
.odaw

ara-cerem
ony.jp

佐藤 一貴 君
（総務広報委員会）

私の　　時間おうち
おそと

㈱東京海上日動
パートナーズTOKIO
☎0465-20-3640
小田原市栄町1-8-1
Y&Yビル5F


